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日本薬史学会秋季講演会こ、案内

日時 ; 平成12年11 月 25 日(土)14: 00......16: 00 

会 場 : 辰野ひらのまちギャラリー{大阪市中央区平野町 1 -5) 

テーマ : 日間交流400周年と医薬品
. 17......18世紀の日蘭交流における医療と医薬品
(九大・言語文化研究院)ヴォルフガング・ミヒェル氏(日本語で
講演)

-オランダ学者の東西交流
(元武田薬工、京都試験薬草園園長)村田 忠一氏

懇親会 : 講演会終了後、東側の fモトJ にて

連絡先 : 大阪大学薬学部薬用植物学教室内日本薬史学会・関西支部 米田
該典
(辰野美紀) Te I (06) 6879-5111 (代) Fax (06) 6372-9608 

日仏薬学会・秋季講演会 ご紹介

開催日時:平成12年10月 6 日{金) 18: 00......20: 00 

会 場 : 日仏会館 501会議室

演題 1 : r義務教育における薬の基礎知識に関する講義の実践j
一段階別テキストの作成とその評価一
講師:斉藤百枝美氏

(福島県立医科大学附属病院薬剤l部 ・ 主任薬剤技師)

演題 2 : r学校と学校薬剤師j
講師:山梨秀明氏

(静岡県薬剤師会理事 ・ 学校薬剤師委員会委員長)



= 日本薬史学会最近の動向 =

①日本薬史学会創立40周年記念講演会

(1 0 月 29 日)

本草から見た薬食同源ー

富山医薬大難波恒雄 〔司会滝戸道夫〕

薬学教育百年の史的考察・

東京理科大山川浩司〔司会辰野高司〕

医薬分業反対運動の検証.

順天堂大・医酒井シツ〔司会杉原正泰]

Difference in the Development of 

Pharmacy in Europe , the U.S.A. and 

]apan. 

Merck Co. & Ltd. CGermany) Dr. W. 

Goetz 司会末康雅也]

@40周年記念懇親会

表彰式; r日本医薬品産業史』発行への貢献

山田久雄氏および山川浩司氏

柴田会長 表彰状授与と挨拶

受賞者代表謝辞

乾杯.懇談

①日本医史学会共催講演会

1994年 1 2 月 17 日(土) ・ )1頂天堂大学

④薬史学雑誌，第 29巻第 3 号(創立40周年記

念号ーその 2 ー)の発行

関連学術研究一覧学会略年表なと

@日本薬学会 115年会(仙台)部会シンポジ

ウム・企画

。部会開催日 1 995-3-30 C木)予定

。部会シンポジ ウム・ 『薬史学・薬学概論』

に関するシンポジウム

。話題提供 〔司会 山川浩司)

〔オルガナイザ一 山田 ・ 山J 11) 

l旧本薬史学会施行アンケートから見た

全国的傾向

日本薬史学会川瀬 清

2)薬史学授業の経験から

共立薬大 辰野高司

3)薬学概論授業の経験から (L) 

北海道薬科大 吉沢逸雄

4) 同

慶応大

(2) 

柴田徹一

5)討論

“第 3 回ヨーロッパ医薬史蹟を訪ねる旅"より初報

第 1 ページ公告のように，第 3 回ヨーロッ

パ医薬史蹟を訪ねる旅の報告会が， 11月 26日

(土)に東京理科大薬学部の山川浩司教授の

お世話で聞かれます。

今回は参加者13名で，旅行祉の深沢敦氏の

助力を得， 天候も好く，全員無事に帰国しま

した。 と くにスェーデンでは， 高橋文理事に

よる事前の連絡と.ヘルデリゥス薬史学会々

長が前年の FIP に来日された乙ともあって，

大へん密度の高い学習が可能でした。

また，現地通訳として行を共にされたデュ

ーク ・ エイコ さんの格調の高い日本語κ も .

皆感動しました。 乙の方も高橋理事の乙友人

で， 我々の渡航を知って自ら役を寅って下さ

いました。 ど出身は長崎の由で， 北欧の冬の

青さに魅せられて，当地に永住する乙とにな

りました。 ご主人はジャーナリストで，知的

な毎日を送っておられます。 文学専攻で，娘

さんと協力して訳した大江健三郎氏の作品が

スェーデンで評判となり，忙しくな っ ている

と伺いました。 帰国して大江氏のノーベソレ文

学賞授賞を知ったわけですが， 乙の授賞lζ

エ イコさん一家が少なからぬ役割を果された

ものと煙、像いたします。ス ト ックホルム郊外

にある科学アカデミーの会議室も見学し授

賞を討議する筒子にも坐り， Non: Oui と記

入されている投票用紙も手にして参りましたの

11月 26日の報告会でのスライドによって，ど

うぞ身近に感じて頂きたいと思います。

ヘルシンキでの白夜祭も感動深い印象を得

ました。 スェーテンともデンマークとも異る

一種の素朴さが感ぜられるフィン ラ ンドの人

々が.日没を待って焚かれる火柱を囲んで，

自然に民謡を口ずさむ，その雰囲気は，私た

ちが忘れてしまった心に新たな思いを蘇ら

してくれました。 CK)

円
L



薬理学講本第一篇総論福田得志著:

(8 5 、 102頁、日本医書出版、昭和 21年 4 月) (高畠寄贈)

薬局経営学抄佐々浪正典:

(B 5 、 163頁、(社)日本薬局奨励会、昭和49年 12月) (高畠寄贈)

ll1ustrated Pysio1ogy .McN aught.Ca11ander 目で見る人体生理学第 2版暢井和也、永田豊

共訳:

(A5 、 293頁、広川書店、昭和50年) (江本寄贈)

和漢薬の世界木村雄四郎著:

(B 6 、 344頁、創元社、昭和 50年 11 月) (江本寄贈)

漢方診療の実際大塚敬節著南山堂昭和29年 (江本寄贈)

内科診療の実際西川義方著南山堂昭和40年 (山田寄贈)

有機化学(前後編) 丹羽敬三、下山順一郎、柴田承桂 著 (柴田寄贈)

検尿法下山順一郎、柴田承桂著英蘭堂明治14年 (柴田寄贈)

漢方薬術栗原愛塔皇漢堂出版部昭和 13年 (江本寄贈)

私の漢方医学「如是漢方」 栗原愛塔、栗原宏至和光書院 昭和 33年(江本寄贈)

漢方医学の新研究 中山忠直宝文館昭和 2 年 (山田寄贈)

2 . 薬局方に関係する図書頬 (日本および外国の薬局方に関係する図書類)

日本薬局方之付医薬条例:明治24年 5 月 20 日改正

(B 6 、 341 頁、発行所 深田忠之進、明治24年) (山田寄贈)

第一版 国民医薬品集改訂増補;厚生省薬務局監修:

(B 6 、 341頁、薬事日報社、昭和 26年) (山田寄贈)

第五改正 日本薬局方清水藤太郎校訂:

(B 6 、 433頁、南山堂書店、昭和62年) (山田寄贈)

日本薬局方百年史:日本薬局方百年史編集委員会

(B 5 、 362頁、日本公定書協会、昭和 62年) (山田寄贈)

第六改正 日本薬局方注解朝比奈泰彦南江堂昭和26年 (山田寄贈)

3. 薬学関係者の伝記類 (薬学者・薬剤師 ・ 薬業者などの人物の伝記類)

小西松柏翁追想 武田薬品工業(追想録編集委員会) 昭和44年(山田寄贈)

飯沼慾斎生誕200年記念事業会昭和52年 (山田寄贈)

自伝対談「薬学の創成者j 伊沢凡人研数広文館 昭和 52年 (山田寄贈)

D . Henri Moissan -His Life and Work一 (末広寄贈)

4 . 薬学史・医学史(科学史、 技術史を含む)図書類 (和書、洋書の薬学史・医学史関係の図書

類)

日本薬業史 池田曜荷風 著:

(A 5 、 4 16頁、薬業時論社 昭和 4 年) (江本寄贈)

江戸時代におけるくすり ・ 医・くらし 田辺晋著:

内
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(B 5 、 320頁、内藤記念くすり博物館、 1989年) (山川寄贈)

日本医学史富士川遊著:

(B 5 、 234頁、日新書院、 1941 年) (山川寄贈)

日本薬学史清水藤太郎著 :

(B 5 、 531 頁、南山堂、 1949年) (吉井寄贈)

滋賀の薬業史柚庄彰夫著:

(B 5 、 248頁、滋賀県薬業協会、 1975年)

日本の薬学辰野高司著:

(B 5 変型、 196頁、紀伊国屋新書、 1966年) (高畠寄贈)

薬宮本高明著:

(新書版、岩波新書、 1957年) (高畠寄贈)

本草綱目 52巻、 6 冊、付録附李時珍著:

(B 5 、商務印書館、 1930年) (吉井寄贈)

新薬宮本高明著 :

(新書版、朝日新聞社、 1953年) (吉井寄贈)

本草和名 上・下 (覆刻) 深江輔仁著:

(A6 、日本古典全集、 1978年) (吉井寄贈)

救民妙薬 (覆刻) 穂積甫庵著:

(新書版、和綴じ、博新館、 1981 年) (吉井寄贈)

渡来薬の文化史(オランダ紛が運んだ洋薬) 宗国 一 八坂書房 1993年 (山田寄贈)

明治期における医薬分業の研究 天野宏著平成10年 (天野寄贈)

5. 年表および図鑑類(医学・薬学関係の年表、大学史、研究機関の年表および図書類)

ディオスコリデスの薬物誌 1 ・ 2 大槻真一郎 他訳:

(B 5 、 1 ; 871 頁、 2 ; 298頁、エンタプライズ社 1983年) (山田寄贈)

l11ustrierte Geschichte Der Medizin 1-9 Soumia, Poulet, Marting 

(A4 版、 Deutche Ausgebe Andreas & Andreas, Salzburg 1980) (山田寄贈)

La Fannacia Storica ed, Artstica Italiana Carlo Pedrezzini 

(8 4 版、 592頁、 Edizioni Vittoria Milano, 1934) (山田寄贈)

日本の薬用植物高取治繍画:

(A4 、 広川書店、昭和41年 3 月) (江本寄贈)

6 . 企業史・研究機関史類(製薬企業の企業史および研究機関の研究所史など)

医制百年史厚生省編昭和 51年 (江本寄贈)

長崎大学薬学部百年史 平成 2 年 (江本寄贈)

国立衛生試験所百年史 昭和50年 (江本寄贈)

日本の化学百年史 日本化学会編 197 8年 (江本寄贈)

大正製薬80年史 平成 5 年 (江本寄贈)

日本メジフィ ジッ クス 25年史(1 973~1998) 1998年 (山田寄贈)

フジサワ 100年史平成 7 (1 995 ) 年 (山田寄贈)
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明日への挑戦・日本化薬70年のあゆみ 昭和 61年 (山田寄贈)

田辺製薬305年史 昭和58 (! 983) 年 (山川寄贈)

大日本製薬60年のあゆみ 昭和田年 (山川寄贈)

大日本製薬 100年史 平成 5 年 (山田寄贈)

日本薬剤師会百年史 日本薬剤師会 平成 9 年 1 山川寄贈)

国立衛生試験所百年史 国立衛生試験所東衛会実行委員会 昭和 50年 1 

7. t尊物館に関する資料類(圏内、海外の医薬関係の博物館および資料館の資料に関するもの)

道修町文書目録近世編道修町文書保存会平成 5 年 (山田寄贈)

11 近代編 11 平成 7 年 (山田寄贈)

H 補遺編 H 平成 9 年 (山田寄贈)

薬種名附覧 口文化五年 1808年 (高畠寄贈)

Pharmacy Museum and Historica1 Col1ections in United States and Canada, G.Griffenhagen, 

E.Steib. 1 (山田寄贈)

宗回文庫仮目録 国立日本文化研究センター 1998 1 

8 . 学会誌類(薬史学雑誌の創刊号から最新号まで、海外の薬史学会の雑誌類、薬史学関係の

学位論文)

薬史学雑誌

(Vol. 1 ,No. 1 ~ Vo1.30,No. 2) 薬史学会 1966~1995 6 学会誌

Pharmacy in History 

(VoI.26,No. 1 ~ Vol.37,No 4) A.I.H.P. 19 84~ 1995 5 

9. 写真および薬史学の資料類(上記に関連する貴重な写真 ・資料など、物によ り 2 階のショ

ーケースに保管する)

10 . その他(辞書および薬史学以外の叢書類を含む)

洋学史事典 日蘭学会篇:

(B 5 、 870頁、雄松堂、 1984年) (高島寄贈)

欧州の薬剤師と薬局水野睦郎著:

(B 5 、 209頁、薬業時報社 1970年) (水野寄贈)

くすり と私たち一現代日本の薬害問題一 高野哲夫著

(A 6 、 305頁、汐文社、昭和47年 11 月 ) (高畠寄贈)

くすりと人間 H ハーン、高木、粕谷 訳:

(A5 、 335頁、岩波書店、 1965年) (高畠寄贈)

薬になる植物と用い方木村雄四郎 主婦の友社昭和48年 (江本寄贈)

漢方薬の話(東亜研究講座 No.108) 東亜研究会 昭和 18年 (江本寄贈)

図書寄贈者(敬称略)

柴田承桂、山田光男、末広雅也、山川浩司、高島英伍、吉井千代田、江本龍雄、水野睦郎

「
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事務局よりニュース

-新評議員委嘱

竹原 潤氏 大日本製薬(株)

寺津孝明氏 東京薬科大学

福島紀子氏 共立薬科大学

-日本薬学会第 121 年会(札幌) における薬史

学関連の行事について

未だ正式発表はありませんが、伝え聞くと

ころによると、北海道在住の日本薬史学会会

員有志によって「北海道薬史学を学ぶ会」とい

う集まりが持たれ、日本薬学会 ・ 年会組織委

員会と連絡をとりつつ、次のような企画が検

討されている由であります。

主題:北海道の薬史

講演:

1.蝦夷地の薬物ーアイヌの薬物からオラ

ンダ医学の薬物までー

山岸喬(北見工業大学)

2. 蝦夷地採薬使の資料一道内に残る波江

長泊らの採取品や日記、当時の旅行な

ど一

秋月俊幸(元北大付属図書館)

3. 北海道における薬学教育の歴史一明治

期から平成まで一

吉沢逸雄(北海道薬科大学)

4 . 北海道の薬用資源開発と企業化の歴史

一北海道の各種薬用資源開発と企業化

の経緯一

西沢信(共成製薬、恵庭研究室)

日時: 2001年 3 月 28 日(水) ~30 日(金)のう

ちの 1 日

場所:ロイトン札幌、北海道厚生年金会館、

札幌市教育文化会館、 STV メディ

アパークのうちの何れか。

以上

-会員各位へのお願い

臼本では科学史に対する認識が充分でなく

わが薬史学の世界でも、残念ながら同様の傾

向が見られます。それを克服するためにも会

員数の増加が望まれます。一方老齢会員の物

故も避けられない所で、 従って不断に、意識

的に会員拡大の努力が不可欠であります。

本会を活性化するためにも各位のご協力を

お願い申し上げます。 (K)

賛助会員への謝辞

厳しい経済状況の中で、下記企業および機

関から援助を頂いております。心から感謝申

し上げます。

内藤記念くすり博物館

天藤製薬(株)

(株)ウチダ和漢薬

エーザイ(株)

(株)カイノス

カネボウ薬品(株)薬専学術部

(株)紀伊国屋漢薬局

協和発酵工業(株)医薬学術部

小城製薬(妹)

三共(株)研究企画部図書室

塩野義製薬(株)研究部

大日本製薬(株)営業本部医薬学術部

武田薬品工業(株)創薬研究本部研究 SPC

総務部

(株)建林松鶴堂

中外製薬(妹)総務部

帝国臓器製薬(株)

(株)トキワ漢方製薬

日本レダリー(株)

山之内製薬(株)医薬部

養命酒製造(株)

湧永製薬(株)湧永満之記念図書館
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